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論文内容の要旨

本論文では記号処理言語 SNOBOL に対する高速処理プロセッサの接近法として，記号処理レジス

タとそれに関連する記号処理命令を想定した新しい記号処理法を提案し，これをミニコンピュータに

おける SNOBOL インタプリタに適用し その評価を試みたものである。第 2 章ではストリング処理

を従来のリスト処理技術に頼る手法の処理時間の限界が，リスト処理速度に依存することを論じ，計

算速度をよ与一層向上させるために，記号処理レジスタとそれに付随する記号処理命令を提案してい

る。第 3 章ではミニコンにおけるシステムデザインの立場から， ミニコンに適する SNOBOL 言語仕

様の設定法や， SNOBOL インタプリタの規模や構成法に関する問題を，実行時にわける主記憶の占

有割当に帰着して， SNOBOL システムの設計指針を与えている。第 4 章では第 3 章で述べた設計指

針に基づきミニコン用 SNOBOL (カセット SNOBOL) を設定し，第 2 章で提案された記号処理法を

用いたインタプリタを 12K 語をカセット装置を実装するミニコン上で実現した。第 5 章ではカセット

SNOBOL システムの改良版として， 24K 語とディスク装置を有するミニコン上で言語仕様の強化さ

れたインタプリタを開発した。記号処理法は第 4 章と同一で、あるが，ステートナメントのコード化に

よる技法を用瓦さることによって 解釈時間や表探索の時間の短縮が達成された。第 6 章では両インタ

プリタに用いられた記号処理法の評価を異なるデータ長の処理時間の測定を通じて行なった。
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論文の審査結果の要旨

本論文は従来大型計算機で実現されていた SNOBOL 言語をミニコンピュータで処理可能なように

修正設計，開発したものである。非数値処理言語の要求する其本的機能群と計算機のマシン命令群と

の整合性を考慮の上，記号処理言語 SNOBOL の高速処理化を意図し，ストリング処理レジスタとそれ

に付随するストリング処理命令を提案した。すなわち同方式に基づく Cαssette および Disk SNOBOL 

インタプリタをミニコンヒ。ユータ上で構成し，同方式を評価したものである。

ここで開発された SNOBOL インタプリタはミ二コンピュータにおける応用分野を著しく拡張した

点で大いに注目に価する。よって博士論文として価値あるものと認められる。
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